
　

市
民
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

整
備
さ
れ
た
複
合
拠
点
施
設「
な
が

し
ま
遊
館
」。
そ
の
な
か
に
、
長
島
ふ

れ
あ
い
学
習
館
が
あ
り
ま
す
。
陶
芸

教
室
も
備
え
た
多
目
的
施
設
で
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

直
径
6
メ
ー
ト
ル
の
半
球
形
ス
ク

リ
ー
ン
を
備
え
た
小
型
ド
ー
ム
は
、

座
席
が
40
席
。「
市
内
の
中
学
生
以

下
は
、
観
覧
料
が
無
料
で
す
。
子
ど

も
だ
け
で
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ

ま
す
よ
。
平
日
は
1
日
2
回
、
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
4
回
投
映
し
て

い
ま
す
。」と
話
さ
れ
る
の
は
、
星
空

案
内
人
の
吉
田 

勝
美
さ
ん
。

　

約
40
分
の
投
映
で
は
、
今
夜
の
星

空
の
解
説
や
、
星
座
や
オ
ー
ロ
ラ
、

宇
宙
開
発
な
ど
月
替
わ
り
の
番
組
を

上
映
。
そ
の
後
、
吉
田
さ
ん
に
よ
る
、

そ
の
時
季
の
天
文
現
象
や
宇
宙
開
発

に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す（
吉
田
さ
ん
の
話
は
週
5
回
）。

　
「
小
さ
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
の

で
、
皆
さ
ん
の
近
く
で
話
を
し
ま

す
。
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
、
ど
ん

ど
ん
聞
い
て
く
る
子
ど
も
も
い
ま
す

よ
。
皆
さ
ん
と
の
気
軽
な
会
話
が
楽

し
い
で
す
ね
」と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

廊
下
の
壁
に
は
、
吉
田
さ
ん
作
成
の

天
文
写
真
や
解
説
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
会
話
が
弾
む
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　

ほ
か
に
も
年
に
5
回
、
館
外
の
広

い
場
所
に
天
体
望
遠
鏡
を
出
し
て
、

星
空
観
望
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
天
文
研
究
家
に
よ
る
星
空
教
室

は
、
専
門
的
な
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
く
れ
る
と
好
評
で
す
。

　

館
内
に
は
、
紙
で
小
惑
星
探
査

機
は
や
ぶ
さ
2
や
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
立

体
模
型
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
の

で
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

長
島
ふ
れ
あ
い
学
習
館
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0
5
9
4・4
1・1
0
4
1

桑
名
市
長
島
町
源
部
外
面
３
３
７

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時

休
館
日
／
月
曜
日

観
覧
料
／
高
校
生
以
上
2
1
0
円

　
　
　
　
市
外
中
学
生
以
下
1
0
0
円

　
　
　
　
市
内
中
学
生
以
下・3
歳
以
下
無
料

お
問
い
合
わ
せ

廊下の壁には、吉田さん作成の掲示物

金星や火星などの立体工作も展示

「ながしま遊館」の広い敷地内に建つ、長島ふれあい学習館

アットホームな雰囲気のプラネタリウム

解説をする吉田 勝美さん

星
空
案
内
人
と
気
軽
に
話
が
で
き
る
小
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

長
島
ふ
れ
あ
い
学
習
館

桑
名
市
長
島
町

月1回星空だよりを発行

上
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
星

す
い
月
や
金
星
。

　

夜
、
ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
星

が
輝
い
て
い
ま
す
。
見
つ
け
や
す
い
月
や
金
星
。

は
る
か
彼
方
か
ら
光
を
届
け
る
、
宇
宙
の
遠
い

星
た
ち
。
星
空
を
眺
め
て
い
る
と
、
日
常
か
ら

解
き
放
た
れ
て
心
が
楽
に
な
っ
た
り
、
時
に
は

宇
宙
の
不
思
議
に
、
知
的
好
奇
心
が
く
す
ぐ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
私
た
ち
を
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
宇
宙

へ
一
歩
近
づ
け
て
く
れ
る
三
重
県
内
の
天
文
台

と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

宇
宙
〜
星
空
〜
を

も
っ
と
身
近
に

宇
宙
〜
星
空
〜
を

も
っ
と
身
近
に

専用フィルターを使うことで太陽を観察できる。尾鷲市立天文科学館専用フィルターを使うことで太陽を観察できる。尾鷲市立天文科学館
取材・文／椋木 敬子　写真／松原 豊・山羽 宏樹　編集／武田 美穂　※印の写真は取材先から提供していただきました取材・文／椋木 敬子　写真／松原 豊・山羽 宏樹　編集／武田 美穂　※印の写真は取材先から提供していただきました

※

星
は
気
象
条
件
に
よ
っ
て
、見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※

各
施
設
の
詳
し
い
日
程
や
内
容
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投

　
映
時
間
な
ど
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、事
前
に

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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平
成
27
年
3
月
、「
四
日
市
公
害

と
環
境
未
来
館
」を
併
設
し
、「
四
日

市
市
立
博
物
館
」「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

3
施
設
を
総
称
し
て
、「
そ
ら
ん
ぽ

四
日
市
」と
い
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

「
環
境
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
、

四
日
市
な
ら
で
は
の
情
報
発
信
と
学

習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ら
ん
ぽ
四
日
市
」5
階
に
あ
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
フ
ロ
ア
全
体

を
宇
宙
の
港
に
な
ぞ
ら
え「
ギ
ン
ガ

ポ
ー
ト
4
0
1
」と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ド
ー
ム
ま
で
の
通
路
は
、「
コ

ズ
ミ
ッ
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」と
し
て
、
宇

宙
服
や
太
陽
系
の
惑
星
の
解
説
パ
ネ

ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
搭
乗
口
ま
で
進
む
と
、
こ
こ

か
ら
は「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
ク
ル
ー
ザ
ー
」と

呼
ば
れ
る
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー

ム
で
す
。
天
文
係
の
加
藤 

正
之
さ

ん
は「
来
館
者
は
ク
ル
ー
ザ
ー
の
乗
客

で
す
。
宇
宙
の
旅
へ
で
か
け
る
ワ
ク
ワ

ク
感
を
体
感
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま

し
た
」と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ
の
想
い

を
話
さ
れ
ま
し
た
。　

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
新
し
く
導
入

さ
れ
た「
ケ
イ
ロ
ン
4
0
1
」は
、
世

界
で
最
も
多
く
の
星
を
投
映
す
る
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
機
と
し
て
、
ギ

ネ
ス
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
億

4
0
0
0
万
個
以
上
の
星
を
映
し
出

し
、
さ
ら
に
、
地
上
で
人
の
目
で
見

え
る
約
9
5
0
0
個
の
星
の
色
を
正

確
に
再
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
星
の

数
の
多
さ
に「
肉
眼
で
は
見
え
な
い

星
ま
で
映
し
出
す
こ
と
で
、
皆
さ
ん

に
宇
宙
の
深
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
座
席
の
座
り
心
地

や
音
響
に
も
こ
だ
わ
っ
た
、
究
極
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
ぜ
ひ
体
感
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」と
、
加
藤
さ
ん
。

　

季
節
に
合
わ
せ
て
投
映
さ
れ
る
番

組
は
、
世
界
最
高
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
活
か
し
た
、
職
員
に
よ
る
自
主

制
作
が
主
で
す
。「
今
夜
の
星
空
を

生
解
説
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、

四
日
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
内
容
で
す
。

星
空
を
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
宇
宙

か
ら
地
球
を
眺
め
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
天
体
を
訪
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、

宇
宙
へ
の
興
味
を
深
め
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
住
む
美
し
い
地

球
を
振
り
返
り
、環
境
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
視
点
を
広
げ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」と
、
言
葉
を

続
け
ま
す
。

各教室は「コズミックラウンジ」で開催 ※

公開観望会の様子 ※

「コズミックギャラリー」は近未来的な空間

入り口近くに宇宙服のレプリカを展示

1
億
4
0
0
0
万
個
の
星
空
。迫
力
の
映
像
と
音
響
で
宇
宙
の
旅

四
日
市
市
立
博
物
館・プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

四
日
市
市
安
島

　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
や
学
校
長
期

休
暇
期
間
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の

番
組
も
投
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
週
土
曜
日
の
18
時
30
分
か
ら
夜
間

特
別
投
映
が
行
わ
れ
て
い
ま
す（
イ

ベ
ン
ト
時
を
除
く
）。
こ
の
夜
の
投

映
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
珍
し
い

当
館
な
ら
で
は
の
企
画
で
、
昼
間
忙

し
い
方
に
大
変
好
評
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」で

は
、
星
空
だ
け
で
は
な
く
生
演
奏
の

音
色
な
ど
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
宇
宙
塾
」は
、
天
文
の
専
門
家

を
招
い
て
最
新
の
話
題
や
天
文
現
象

を
解
説
し
、
よ
り
深
く
宇
宙
や
科
学

を
知
り
た
い
方
に
好
評
で
す
。
ま

た
、
主
に
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、

宇
宙
の
不
思
議
を
学
ん
だ
り
、
天
体

観
察
や
科
学
工
作
を
行
っ
た
り
す
る

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
」や
天
文
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
行
う「
ガ
リ
レ
オ

教
室
」が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、毎
月
第
4
土
曜
日
に
は
、

移
動
天
文
車「
き
ら
ら
号
」に
よ
る
公

開
観
望
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
会
場

は
、
お
買
い
物
の
帰
り
な
ど
に
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る「
そ
ら
ん
ぽ
四
日
市
」

前
の
市
民
公
園
。
月
の
ク
レ
ー
タ
ー

や
見
ご
ろ
の
惑
星
な
ど
を
観
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇宙船内をイメージした「コズミッククルーザー」の座席は座り心地満点

四
日
市
市
立
博
物
館・プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

T
E
L 

0
5
9・3
5
5・2
7
0
0

四
日
市
市
安
島
1-

3-

16

（
近
鉄
四
日
市
駅
か
ら
西
へ
徒
歩
３
分
）

開
館
時
間
／
9
時
30
分
〜
17
時

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　
整
備
休
館
あ
り

観
覧
料
／
一
般
5
4
0
円
、高・大
学
生
3
8
0
円

　
　
　
　
小・中
学
生
2
1
0
円
、幼
児
無
料

お
問
い
合
わ
せ

「宇宙を体感してください」
と加藤 正之さん

よ
ん
ま
る
い
ち
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東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町
と

し
て
知
ら
れ
る
関
町
坂
下
。
鈴
鹿
峠

の
ふ
も
と
に
位
置
す
る
、
自
然
に
囲

ま
れ
た
町
で
す
。「
こ
の
町
の
天
文
台

建
設
は
、
数
名
の
親
子
が
開
い
た
、

小
さ
な
星
空
観
察
会
が
は
じ
ま
り
で

し
た
。
以
来
、
星
に
興
味
の
あ
る
人

た
ち
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、『
坂
下 

星
見
の
会
』が
誕
生
し
ま
し
た
。
会

が
地
域
の
活
動
と
し
て
発
展
す
る
な

か
で
、
そ
の
実
績
を
受
け
て
、
平
成

22
年
に
亀
山
市
に
よ
っ
て
天
文
台
が

建
て
ら
れ
た
の
で
す
」と
教
え
て
く

れ
た
の
は
、「
坂
下 

星
見
の
会
」代

表
の
瀧
本 

麻
須
美
さ
ん
。
鈴
鹿
峠

自
然
の
家
に
建
つ
天
文
台「
童
夢
」

は
、
地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
天
文
台
と
し
て
、
県
下
で
も

貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
3
土
曜
日
の
19
時
か
ら
21

時
は
、
申
込
み
不
要
、
無
料
で
利
用

で
き
る
一
般
開
放
デ
ー
で
す
。
口
径

40
セ
ン
チ
の
反
射
望
遠
鏡
と
、
口
径

11.

5
セ
ン
チ
の
屈
折
望
遠
鏡
を
使

い
な
が
ら
、
天
文
台
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

解
説
の
も
と
、
天
体
観
察
が
楽
し
め

ま
す
。
天
文
台
の
壁
に
映
像
を
映
し

て
、
季
節
の
星
座
解
説
を
す
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
星
空
が
き
れ
い
に
見

え
る
坂
下
に
、
地
域
外
か
ら
も
多
く

の
人
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
天
文

台「
童
夢
」の
周
り
に
は
、
星
好
き
の

人
た
ち
が
持
参
す
る
、
数
々
の
天
体

望
遠
鏡
が
並
び
ま
す
。

　

瀧
本
さ
ん
は「
初
心
者
の
方
も
、

ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
、一
緒
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
集
ま
る
人
は
、
気
さ
く
な
人
ば

か
り
。
天
体
望
遠
鏡
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
つ
な
げ
て
、
大
き
な
画
面
で
星
雲

を
見
せ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
天

文
台
の
望
遠
鏡
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
月
を
撮
影
で
き
ま
す
よ
」と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
6
回
目
を
迎
え
る

「
み
え
星
空
環
境
案
内
人
」の
講
座

も
、
こ
の
施
設
を
研
修
の
場
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
講
座
を
受
講
し
た
何

名
か
は
、
天
文
台「
童
夢
」の
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
市

外
か
ら
訪
れ
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
千

草 

啓
義
さ
ん
は「
坂
下
は
星
の
数
が

多
く
て
、
夜
空
が
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
町
で
は

見
え
に
く
い
天
の
川
も
、
こ
こ
で
は

肉
眼
で
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
流
星

群
観
察
会
で
は
、
皆
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
寝
転
が
っ
て
見
ま
し
た
」と
、
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
年
間
を
と
お
し
て
、「
坂

亀
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

T
E
L 

0
5
9
5・8
4・5
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台
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利
用
料
金
／
小
学
生
以
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は
１
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円（
予
約
必
要
）

お
問
い
合
わ
せ

2016年の「ペットキャンドルの夕べ」 ※

２０１５年、春の星空観察会での天文講座 ※

天文台の壁に星座を映して解説

天の川がきれいに見える坂下の夜空 ※ 天文台「童夢」に集まった、左から千種さん、石垣さん、瀧本さん

「坂下 星見の会」代表
の瀧本 麻須美さん星空がきれいな坂下に建つ天文台「童夢」

天体観察の日には、天体望遠鏡が並ぶ

ま

す

み

せ
い
う
ん

ち

ぐ
さ
ひ
ろ
よ
し

た
だ
し

ど
ー
む

星
ま
つ
り
や
観
察
会
。誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

鈴
鹿
峠
自
然
の
家

天
文
台「
童
夢
」

亀
山
市
関
町

下 

星
見
の
会
」の
企
画
運
営
に
よ

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
星
空
観
察
の
催
し

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。一
番
大
き
な

観
察
会
は「
親
子
で
わ
い
わ
い
星
ま

つ
り
」で
す
。
昨
年
は
秋
に
行
わ
れ
、

星
空
解
説
や
天
体
観
察
、
演
奏
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も

「
ペ
ッ
ト
キ
ャ
ン
ド
ル
の
夕
べ
」は
、
好

評
で
す
。
こ
れ
は
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
を

再
利
用
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
を

作
り
、
約
1
0
0
0
灯
を
並
べ
て
絵

に
す
る
も
の
で
す
。
美
し
い
星
空
と

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
で
、
み
ん
な
の

心
に
安
ら
ぎ
の
光
が
灯
る
よ
う
に
と

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
5
月
7
日
、
星
の
お

兄
さ
ん
に
よ
る
爆
笑
星
空
解
説
な

ど
。
8
月
12
日
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流

星
群
の
観
察
会
な
ど
。星
ま
つ
り
は
、

10
月
28
日
に
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　

亀
山
市
教
育
委
員
会
の
石
垣 

忠

さ
ん
は「
宇
宙
を
難
し
く
思
わ
な
い

で
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
」

と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

※

※イベントがある月は、一般開放デーの日程に変更があります。
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番組を企画している
水谷 潔さん

解説は水谷さんの
生の声

天文用語をわかりやすい言葉で、番組を作成

ギャラリーでは、立体の惑星や衛星を作って展示

鈴鹿から見える星空を映し出している

屋上で科学工作の実験を行う参加者 ※

イベントでは、かわいいイラストの星も登場

「楽しい催しにぜひ」と
スタッフの大田 祐子さん

ギャラリーでは季節の
星空情報や催しを案内

「０歳からのお星さまと絵本と音楽の世界」 ※

みえこどもの城は、ドーム型の建物が目印 ※

ドーム全体に映る「ドーム映画」は、子どもたちに大好評 ※

　

さ
ま
ざ
ま
な
あ
そ
び
体
験
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
家
族
や
地
域
の

人
と
の
触
れ
合
い
の
場
を
創
出
す
る

み
え
こ
ど
も
の
城
。
星
の
世
界
を
楽

し
め
る
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
も
、
こ
の
施

設
の
一
つ
で
す
。「
こ
ど
も
の
城
に
遊

び
に
来
た
と
き
に
、気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
で
す
ね
。ド
ー

ム
ス
ク
リ
ー
ン
は
直
径
22
メ
ー
ト
ル

で
、
県
内
最
大
の
大
き
さ
で
す
。
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
と
、
迫
力
い
っ

ぱ
い
の
音
響
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
る
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
田 

祐
子
さ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
シ
ニ
ア
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
が
楽
し
め
る
番
組
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
に
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
は
、
季
節

の
星
空
案
内
。
子
ど
も
と
大
人
が
一

緒
に
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
こ
の
番

組
と
交
互
の
時
間
で
上
映
さ
れ
る
の

が「
ド
ー
ム
映
画
」。
宇
宙
や
自
然
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画
が
投
影
さ
れ
ま

す
。
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
映

像
は
、
映
画
館
で
観
る
の
と
は
違
っ

た
楽
し
さ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

定
期
的
に
開
か
れ
る
催
し
に「
０

歳
か
ら
の
お
星
さ
ま
と
絵
本
と
音
楽

の
世
界
」が
あ
り
ま
す
。
音
楽
の
生

演
奏
や
絵
本
の
読
み
語
り
と
、
映
像

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
気
兼
ね
な
く
入
場
で
き
る
と

あ
っ
て
、
大
変
好
評
で
す
。

　

小
学
生
以
上
を
対
象
に
し
た
天
文

講
座
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
天
文
専

門
家
が
、
宇
宙
の
神
秘
や
謎
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三
重
県
立
み
え
こ
ど
も
の
城

T
E
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0
5
9
8・2
3・7
7
3
5

松
阪
市
立
野
町
１
２
９
１

中
部
台
運
動
公
園
内

開
館
時
間
／
9
時
30
分
〜
17
時

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　
臨
時
点
検
日

観
覧
料
／
一
般
4
0
0
円

　
　
　
　
児
童
生
徒
等
2
0
0
円

　
　
　
　
3
歳
以
上
1
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ

き
よ
し

専
任
員
手
づ
く
り
の
展
示
や
番
組
で
、親
し
み
や
す
い
施
設
に

鈴
鹿
市
文
化
会
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

鈴
鹿
市
飯
野
寺
家
町

　

鈴
鹿
市
文
化
会
館
の
な
か
に
、
直

径
15
メ
ー
ト
ル
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

が
あ
り
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、

太
陽
系
の
惑
星
模
型
が
、
実
際
の
大

き
さ
と
同
じ
比
率
で
順
に
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
写
真
で
は
表
せ
な
い
宇

宙
の
様
子
を
、
立
体
で
わ
か
り
や
す

く
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
、
専
任
員
の
水
谷 

潔
さ
ん
の

手
づ
く
り
に
よ
る
も
の
。「
少
し
で
も

宇
宙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
で
す
ね
。
入
場
が
無
料
な
の

で
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
、
水
谷
さ
ん
。

　

こ
の
姿
勢
は
、
番
組
づ
く
り
に
も

表
れ
て
い
ま
す
。
3
か
月
ご
と
に
、

季
節
に
合
わ
せ
た
内
容
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
番
組
を
制
作
。
そ
の
な
か
で
も
、

今
日
の
金
星
や
、
満
月
の
月
の
表
面

と
い
っ
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
内
容
を

随
時
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
水
谷
さ

ん
は「
家
に
帰
っ
た
ら
、
そ
の
日
に
星

空
を
見
て
ほ
し
い
の
で
す
。
こ
こ
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
水
平
型
で
、
地

上
と
同
じ
夜
空
を
再
現
し
て
い
る
の

で
、
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
年
に
6
回
、
屋
上
に

上
が
っ
て
天
体
観
望
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
望
遠
鏡
で
星
を
観
察
し
な
が

ら
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ

ま
す
。
水
谷
さ
ん
は「
地
方
の
小
さ

い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
だ
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
」と
、笑
顔
で
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
演
奏
者
を
募
る
コ
ン

サ
ー
ト「
音
楽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」や
、

科
学
工
作
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に「
地
球
の
成
り
立
ち
は
、

宇
宙
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
夜
空

を
眺
め
て
、
私
た
ち
の
源
は
、
こ
の

大
き
な
宇
宙
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

ほ
し
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
鹿
市
文
化
会
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
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5
9・3
8
2・8
1
1
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鈴
鹿
市
飯
野
寺
家
町
８
１
０

開
館
時
間
／
10
時
〜
16
時

休
館
日
／
月
曜
日・第
３
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料
／
無
料

お
問
い
合
わ
せ

県
内
最
大
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン
。０
歳
か
ら
楽
し
め
る
催
し
も

三
重
県
立
み
え
こ
ど
も
の
城
ド
ー
ム
　
シ
ア
タ
ー

松
阪
市
立
野
町
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皆既月食を合成した写真（多重露出） ※

当施設で撮影された燃える木（写真一番明るい星
の下辺りの星雲）と馬頭星雲（右側中央の星雲） ※

望遠鏡をのぞきながら星の説明を聞くことができる

「大人クラブ」の集まり。左手前が沼田君

中部台運動公園敷地内にある天体観測施設

熊野少年自然の家の敷地内にある天体観測室

月に1回行われる星空観望会 ※

オリオン大星雲。望遠鏡にカメラをつけて撮影 ※

冬に見ることができる、一角獣座（いっかくじゅうざ）のバラ星雲 ※

ピントを調整する
畑中 明利さん

星空観察に適した立地

　

山
の
中
腹
に
位
置
し
、
熊
野
灘
の

雄
大
な
眺
め
を
一
望
で
き
る
三
重
県

立
熊
野
少
年
自
然
の
家
。
こ
こ
の
広

い
芝
生
広
場
に
、
口
径
45
セ
ン
チ
の

反
射
望
遠
鏡
を
備
え
た
天
体
観
測
室

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
62（
1
9
8
7
）

年
、
松
阪
市
天
体
観
測
施
設
と
双

子
の
天
文
台
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
こ
の
天
体
観
測
施
設
は
高
台
に

あ
る
の
で
、
街
の
明
か
り
や
気
流
の

影
響
を
受
け
に
く
く
、
星
空
観
察

に
適
し
て
い
ま
す
。
6
月
か
ら
10
月

は
、
天
の
川
を
肉
眼
で
は
っ
き
り
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。
ほ
か
の
地

域
の
天
文
家
の
方
も『
こ
こ
で
見
る

天
の
川
は
き
れ
い
で
す
ね
』と
い
っ
て

く
だ
さ
り
ま
す
。
都
会
か
ら
遊
び
に

来
ら
れ
た
方
は
、
そ
の
美
し
さ
に
驚

か
れ
ま
す
」と
話
さ
れ
る
の
は
、
当

施
設
の
畑
中 

明
利
さ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、
熊
野
天
文
同
好
会
会

員
の
協
力
の
も
と
、
月
に
1
回
、
星

空
観
測
に
適
し
た
日
に
観
望
会
が
開

か
れ
ま
す
。
畑
中
さ
ん
は「
季
節
の

代
表
的
な
星
座
や
、
星
雲
、
月
、
惑

星
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
が
、
皆
さ

ん
が
宇
宙
へ
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」と
言
葉
を
続
け
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
定
は
、5
月
27
日
、

木
星
と
春
の
星
座
。
6
月
24
日
、
木

星
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
彗
星
。
7
月
1
日
、

土
星
と
木
星
と
月
。
8
月
12
日
、
土

星
と
夏
の
星
座
と
天
の
川
。
9
月
16

日
、
土
星
と
夏
の
星
雲
星
団
。
10
月

14
日
、
秋
の
星
座
と
星
雲
星
団
。

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
18
時
か
ら
20
時

30
分
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
熊
野
少
年
自
然
の
家
で

は
、
山
遊
び
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
な
ど
の
体
験
活
動
を
企
画
。
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
自
然
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

三
重
県
立
熊
野
少
年
自
然
の
家
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町
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利
用
料
金
／
施
設
利
用
者
お
よ
び

　
　
　
　
　
観
望
会
参
加
者
は
無
料

　
　
　
　
　
（
観
望
会
以
外
の
日
は
、予
約
必
要
）

お
問
い
合
わ
せ

せ
い
う
ん

す
い
せ
い

せ
い
だ
ん

天
体
写
真
を
好
き
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
が
運
営

松
阪
市
天
体
観
測
施
設

松
阪
市
立
野
町

　

昭
和
62（
1
9
8
7
）年
、ア
マ
チ
ュ

ア
天
文
家
た
ち
の
働
き
か
け
で
建
て

ら
れ
た
松
阪
市
天
体
観
測
施
設
。
当

時
、
三
重
県
内
に
は
一
般
公
開
さ
れ

て
い
る
天
文
施
設
は
な
く
、
ま
た
、

口
径
45
セ
ン
チ
の
反
射
望
遠
鏡
の
導

入
は
、一
般
公
開
を
目
的
と
し
た
施

設
の
な
か
で
は
全
国
最
大
級
の
大
き

さ
で
し
た
。
開
設
以
来
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
員
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
、「
多
く
の
人
や
子
ど
も
た
ち
に
星

に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
星
空
教

室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
土
曜
日（
19
時
か
ら
21
時
）

は
、
天
体
観
測
施
設
の
望
遠
鏡
や
大

型
双
眼
鏡
を
使
っ
て
、
季
節
の
星
雲

星
団
、
月
や
惑
星
の
解
説
と
観
望
会

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
夜
空
に

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
あ
て
て
星
座
を
解

説
す
る
な
ど
、
初
心
者
に
わ
か
り
や

す
い
取
組
み
が
、「
天
然
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
み
た
い
で
す
ね
」と
、
参
加
者

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
月
最

終
土
曜
日
の
観
望
会
に
合
わ
せ
て
、

小
中
学
生
を
対
象
に「
子
ど
も
ク
ラ

ブ
」を
開
催
。
こ
こ
で
は
、
天
文
に
関

す
る
学
習
や
、
望
遠
鏡
の
操
作
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
文
写

真
愛
好
家
が
集
ま
る「
大
人
ク
ラ
ブ
」

も
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
に
魅
せ
ら
れ
て「
大
人
ク
ラ

ブ
」に
参
加
し
て
い
た
小
学
6
年
生

（
取
材
当
時
）の
沼
田 

克
彦
君
は
、

「
宇
宙
に
は
き
れ
い
な
星
雲
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
、
目
で
は
見
え
な
い
も
の

も
、
撮
影
す
る
こ
と
で
初
め
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

銀
河
や
超
新
星
を
撮
っ
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
か
ら
未
来
の
天
文
家
た
ち

が
、
し
っ
か
り
育
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ん
ぎ
ん
ア
リ
ー
ナ

T
E
L 

0
5
9
8・2
6・7
1
5
5

天
体
観
測
施
設
開
催
中

T
E
L 

0
5
9
8・2
6・2
1
3
2

松
阪
市
立
野
町
美
濃
平
１
2
6
8

中
部
台
運
動
公
園
敷
地
内

利
用
料
金
／
無
料

お
問
い
合
わ
せ

天
の
川
が
き
れ
い
に
見
え
る
、自
然
に
囲
ま
れ
た
天
体
観
測
施
設

三
重
県
立
熊
野
少
年
自
然
の
家

天
体
観
測
室

熊
野
市
金
山
町
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尾
鷲
市
立
天
文
科
学
館
は
、
尾

鷲
の
町
並
み
が
見
渡
せ
る
中
村
山
公

園
の
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。「
尾
鷲
は

雨
が
多
い
地
域
な
の
で
、
な
ぜ
こ
こ

に
天
文
台
を
、
と
思
わ
れ
方
も
い
る

で
し
ょ
う
。
実
は
、
雨
が
大
気
中
の

塵
を
落
と
す
の
で
、
空
が
き
れ
い
だ

か
ら
で
す
。
天
体
観
測
に
は
条
件
が

良
い
地
域
で
す
」と
、
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
当
館
の
設
立
を
発
案
し
た

湯
浅 

祥
司
さ
ん
で
す
。

　

平
成
2
年
の
開
館
当
時
、
口
径
81

セ
ン
チ
の
大
型
反
射
望
遠
鏡
は
、
自

治
体
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
の
導

入
で
し
た
。
遠
方
か
ら
多
く
の
天
文

関
係
者
が
、
見
学
に
訪
れ
た
そ
う
で

す
。
今
で
こ
そ
、
口
径
81
セ
ン
チ
を

超
え
る
望
遠
鏡
は
全
国
各
地
に
あ
り

ま
す
が
、
当
館
は
ま
さ
に
、
そ
の
基

盤
を
築
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

望
遠
鏡
の
設
計
に
も
携
わ
っ
た
湯

浅
さ
ん
は「
口
径
が
大
き
い
の
で
、

星
の
色
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
よ
。
シ

リ
ウ
ス
は
青
白
い
色
、
べ
テ
ル
ギ
ウ
ス

は
オ
レ
ン
ジ
色
。
遠
い
星
に
、
宇
宙

の
美
し
さ
や
神
秘
性
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」と
、
楽
し

そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

望
遠
鏡
の
能
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、

太
陽
系
の
8
惑
星
を
す
べ
て
観
察
し

よ
う
と
い
う
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
な
か
な
か
見
え
に
く
い
冥
王

星（
現
在
は
準
惑
星
）も
観
察
で
き
ま

す
。
時
季
や
天
候
を
考
え
る
と
2
、

3
年
は
か
か
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
多

く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、
こ
こ
は
昼
の
太
陽
や
月
な

ど
も
観
察
で
き
る
貴
重
な
施
設
で

す
。「
当
館
は
予
約
の
必
要
が
な
い
の

で
、
気
軽
に
、
太
陽
の
プ
ロ
ミ
ネ
ン

ス
や
黒
点
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
、
湯
浅
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
観
望
は
、
夜
8
時
ご
ろ
に
見

や
す
い
天
体
を
選
ん
で
観
察
し
ま
す
。

見
え
そ
う
な
人
工
衛
星
が
あ
れ
ば
、

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
探
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
望
遠
鏡
の
接
眼
レ
ン

ズ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
を
あ
て
て
、
月
を
撮
影
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
月
面
の
様
子
が
わ

か
る
リ
ア
ル
な
画
像
が
、
大
変
好
評

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
観
測
室

で
、
い
つ
で
も
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

当
館
で
は
、
多
く
の
人
に
星
の
世

界
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
に
は
、
尾
鷲
高
校
美
術
部「
星

の
会
」が
創
作
紙
芝
居
を
上
演
し
ま

「気軽に遊びに来て」と
話す湯浅 祥司さん

あれい星雲 ※

し
た
。
当
時
、
小
惑
星
探
査
機「
は

や
ぶ
さ
」が
帰
還
し
た
直
後
で
、
紙

芝
居「
は
や
ぶ
さ
く
ん
」は
子
ど
も
た

ち
に
大
好
評
で
し
た
。
平
成
26
年
に

は
市
制
60
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
）の
協
力
も
得
て
、
講
演
や
宇
宙

食
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト

は
、
1
1
0
個
の
星
団
・
星
雲
な
ど

を
網
羅
す
る
、
有
名
な
メ
シ
エ
カ
タ

ロ
グ
を
お
手
本
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
作

り
で
す
。
入
館
者
に
天
体
を
撮
影
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
集
め
て
1
枚
の

大
き
な
ポ
ス
タ
ー
に
し
ま
す
。
4
歳

の
子
ど
も
も
、
あ
れ
い
星
雲
を
き
れ

い
に
撮
影
し
た
そ
う
で
す
。
現
在
、

40
個
近
く
の
写
真
が
集
ま
っ
て
い
ま

す（
平
成
29
年
2
月
現
在
）。

　

湯
浅
さ
ん
は「
当
館
を
町
中
に
建

て
た
の
は
、
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
の

手
を
引
い
て
、
気
楽
に
来
ら
れ
る
場

所
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
で
楽
し
く
星
を
眺
め
た
い
」と
、

想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

昼
の
太
陽
を
観
察
で
き
る
。ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

尾
鷲
市
立
天
文
科
学
館

尾
鷲
市
中
村
町

ツートーンカラーのデザインにもこだわった大型反射望遠鏡

尾
鷲
市
立
天
文
科
学
館

T
E
L 

0
5
9
7・2
3・0
5
2
5

尾
鷲
市
中
村
町
10-

41

開
館
時
間
／（
金・土
曜
日
）9
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
19
時
〜
21
時
30
分

　
　
　
　
　（
日
曜
日
）9
時
30
分
〜
17
時

利
用
料
金
／
一
般
2
0
0
円

　
　
　
　
　
中
学
生・高
校
生
1
0
0
円

　
　
　
　
　
小
学
生
5
0
円

お
問
い
合
わ
せ

高校生が制作した「はやぶさくん」の紙芝居 ※

昼も開館。太陽を見ることができる ※

見晴らしの良い、町中の丘の上に建つ

１階ロビーには天文の資料が展示されています

ち
り

め
い
お
う

せ
い
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